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切
り
替
え
た
場
合
、助
成
し
ま
す
。

□
対
象
　
１
㍑
当
た
り
Ｂ
Ｏ
Ｄ
２０

㍉
㌘
以
下
の
処
理
能
力
を
有
し
、

容
量
が
２
・
０
立
法
㍍
以
上
で
、

同
セ
ン
タ
ー
が
行
う
法
定
検
査
の

基
準
に
適
合
し
た
１０
人
槽
以
下
の

合
併
処
理
浄
化
槽

□
助
成
額
　
５
万
円
か
２
万
円

（
設
置
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の

処
理
能
力
に
よ
る
）

　
　
　
　
㈶
県
環
境
管
理
技
術
セ

ン
タ
ー
志
０
５
８
―
２
７
６
―
０

３
２
１

　
　
上
下
水
道
課（
内
線
１
６
６
）

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講

座
を
開
催

　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
で
は
、

７
月
の
環
境
講
座
で
段
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
の
中
で
、
生
ご
み
が

ど
ん
ど
ん
消
え
て
堆
肥
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１３
日
㈯
午
前
１０
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
材
料
費
（
１
０
０
０
円

農
用
地
区
域
の
変
更
を
受
け
付
け

　
市
で
は
、
総
合
的
な
農
業
振

興
を
図
る
た
め
「
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
農
業
の
た
め
に

利
用
す
べ
き
土
地
を
「
農
用
地

区
域
（
農
振
農
用
地
）」
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
土
地
は
、
原
則
、
農
業
以

外
の
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
例
外
と
し
て
、

計
画
が
緊
急
を
要
し
転
用
目
的

が
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
限

り
申
請
を
受
け
付
け
、
審
査
後

に
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
を

行
い
ま
す
。
農
用
地
区
域
へ
の

編
入
や
用
途
の
変
更
も
受
け
付

け
を
行
い
、
計
画
を
変
更
し
ま

す
。

□
受
付
期
間
　
７
月
１
日
㈪
～

３１
日
㈬

□
除
外
の
要
件
　
転
用
の
目
的

が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

代
替
地
が
な
く
必
要
最
小
限
の

面
積
の
農
地
。
❶
公
用
や
公
共

用
施
設
用
地
❷
農
家
（
分
家
）

住
宅
❸
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
る
林
地
な
ど
へ
の
転
用
❹
災

害
な
ど
に
よ
る
農
業
上
利
用
不

能
地

□
申
し
込
み
方
法
　
農
業
振
興

課
に
備
え
付
け
の
申
出
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
関
係
書

類
を
添
え
て
提
出
す
る
。

※
区
域
の
変
更
が
必
要
な
方

は
、
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

ほ
場
整
備
地
な
ど
の
優
良
農
地

や
周
辺
農
地
に
支
障
が
あ
る
場

合
は
、
除
外
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す

　
　
農
業
振
興
課
（
内
線
５
４

２
）

　ごみの野外焼却（野焼き）は法律（廃棄物処理
及び清掃に関する法律第１６条の２）で、一部の
例外を除き禁止されています。違反者には、５年
以下の懲役か１千万円以下の罰金、その両方が科
せられます。ごみの野外焼却は絶対に行わないで
ください。

【一部の例外事項】

①農業活動に伴う刈り草や枝葉などの焼却
②庭の手入れなどで発生した刈り草や落ち葉の軽
微な焼却
③どんど焼き、キャンプファイヤーなど風俗習慣
や宗教行事のための焼却
※例外で認められている場合でも、煙や臭いが近
所迷惑になることがあります。周囲には十分配慮
してください
　　環境課（内線１８３）

程
度
）
の
半
額

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
・
火
曜

日
休
館
）

第
１２
回
定
年
塾
を
開
催

　
定
年
塾
え
な
で
は
、
定
年
後
の

生
き
が
い
づ
く
り
や
人
と
の
出
会

い
に
定
年
塾
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
も
し
も
の
と
き
の

救
急
救
命
を
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
６
日
㈯
午
前
１１
時

～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー

□
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
７
０
０
円
（
昼
食
代
含

む
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
む

　
　
　
　
定
年
塾
え
な
（
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
内
）（
内
線
６
３
８
）、

思
２
５
―
８
２
０
８

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切

り
替
え
に
助
成
金
を
交
付

　
㈶
県
環
境
管
理
技
術
セ
ン
タ
ー

で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
転
換
助

成
金
交
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
築
や
建
物
の
建
て
替
え
以

外
で
、
く
み
取
り
便
所
や
単
独
処

理
浄
化
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に

給
付
費
が
年
々
増
加

　
今
回
、
保
険
料
が
上
が
る
要

因
は
、
次
の
三
つ
で
す
。

　
一
つ
目
は
、
医
療
の
高
度
化

や
生
活
習
慣
病
な
ど
の
高
額
な

医
療
費
が
増
え
る
な
ど
し
て
保

険
給
付
費
（
国
保
負
担
分
）
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
１
人

当
た
り
の
保
険
給
付
費
は
、
平

成
２２
年
度
で
２４
万
円
、
２４
年
度

で
は
２６
万
３
千
円
と
な
り
、９
・

６
㌫
増
加
。
本
年
度
は
、
昨
年

度
よ
り
２
・
１
㌫
の
増
加
を
見

込
ん
で
い
ま
す
（
図
１
）。

　
二
つ
目
は
、
保
険
給
付
費
が

増
え
る
一
方
で
被
保
険
者
が

減
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
被
保

険
者
が
減
れ
ば
一
人
当
た
り
の

負
担
は
増
加
し
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
平
成
２２
年
度
に

保
険
料
を
改
定
し
て
か
ら
昨
年

度
ま
で
は
、
家
庭
の
貯
金
に
当

た
る
保
険
給
付
基
金
を
取
り
崩

す
な
ど
し
て
、
保
険
料
率
を
据

え
置
い
た
こ
と
で
す
。

基
金
残
は
１
・
８
億
円

　
国
保
会
計
の
本
年
度
予
算

は
、５６
億
８
２
３
０
万
円
で
す
。

保
険
給
付
費
は
保
険
料
と
国
県

補
助
金
な
ど
で
賄
わ
れ
、
支
出

の
６８
㌫
を
占
め
ま
す
。
加
入
者

か
ら
の
保
険
料
は
、
保
険
給
付

費
の
約
２２
㌫
と
な
っ
て
い
ま

す
。
基
金
残
高
は
、
昨
年
度
末

で
３
億
５
７
８
０
万
円
。
本
年

度
お
よ
そ
半
分
の
１
億
８
千
万

円
を
取
り
崩
し
ま
す
（
図
２
）。

医
療
分
と
介
護
保
険
分

を
改
定

　
保
険
料
の
内
訳
は
、
❶
医
療

分
❷
後
期
高
齢
者
支
援
分
❸
介

護
保
険
分
（
４０
～
６４
歳
が
負

担
）。
そ
れ
ぞ
れ
所
得
割
と
資

産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の
金

額
で
算
定
。
今
回
の
改
定
で
は

医
療
分
と
介
護
保
険
分
を
改
定

し
ま
す
（
表
１
）。

　
平
均
の
１
人
当
た
り
の
年
間

保
険
料
は
、
改
定
前
が
９
万
５

０
０
８
円
、
改
定
後
は
１０
万
５

７
４
７
円
で
、
１
万
０
７
３
９

円
増
加
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の

保
険
料
の
通
知
は
、
今
月
中
に

世
帯
主
の
方
へ
送
付
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
料
は
、
国
民
健
康
保
険
を

運
営
し
て
い
く
大
切
な
財
源
で

す
。
健
全
な
運
営
を
支
え
る
た

め
に
も
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
国
保
会
計
）で
は
、
５
月

３０
日
の
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
、
本
年
度
か
ら

１
人
当
た
り
の
年
間
保
険
料
を
平
均
で
１
万
０
７
３
９
円

（
１１
・
３
㌫
）値
上
げ
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
増
え
続
け
る
医
療
費
や
介
護
費
用
に
伴
い
増
加

す
る
負
担
を
補
う
た
め
に
、
や
む
を
得
ず
改
定
す
る
も
の

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
保
険
年
金
課
（
内
線
１
４
７
）

案
　
　
内

平
均
１１
・
３
％
値
上
げ

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
改
定

▲段ボール箱の中で生ごみを
堆肥に変える

申
・
問

申
・
問

問問 申
・
問

問

ごみの焼却は禁止、草木は配慮を

表 1　一人当たりの年間保険料（平均）

区分 種類 改定前 改定後

❶
医療分

所得割 ４．４５㌫ ５．１０㌫
資産割 ２３．８５㌫ ２８．００㌫
均等割 ２１，０００円 ２３，８００円
平等割 １６，０００円 １８，６００円
保険料 ５３，９７１円 ６０，０４３円

❷
後期高齢
者支援分

所得割 １．５０㌫ １．５０㌫
資産割 ８．２㌫ ８．２㌫
均等割 ７，０００円 ７，０００円
平等割 ６，０００円 ６，０００円
保険料 １８，１４９円 ※１７，７７７円

❸
介護
保険分

所得割 １．３０㌫ ２．０５㌫
資産割 ９．６０㌫ １２．３㌫
均等割 ９，０００円 １１，０００円
平等割 ５，０００円 ６，０００円
保険料 ２２，８８８円 ２７，９２７円

合計（平均年額） ９５，００８円 １０５，７４７円
※被保険者数や所得、固定資産税額などにより保
険料金は変わります

問

年度末残高取り崩し額

（億円）

０

１

２

５

（億円）

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

４

３

図２　基金の取り崩しと残高の推移

０

１

２

５

４

３

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５
１３，５００

３５

３６

３７

（億円）

被保険者数保険給付費

図１ 保険給付費と被保険者数の推移

１４，５００

１４，０００

（人）

３８

３４

３３

9 82013.6.15 広報えな

１億８，０００万円

取り崩しなし

１億７，７４７万円

２億６，２４７万円

４億６，７９８万円

５億３，５２７万円

３億５，７８０万円

１億７，７８０万円

３５億０，６２２万円

３６億２，０４４万円

３７億２，７０７万円

３８億０，３５４万円
１４,６３５人

１４,１５６人

１４,４８５人

１４,０４４人

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

く
ら
し

財
政

相
談

ご
み

健
康



申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
ア
カ
デ
ミ
ー
の
受
講
者

　
市
で
は
、

防
災
リ
ー
ダ

ー
を
養
成
す

る
防
災
ア
カ

デ
ミ
ー
の
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
　

　
こ
の
講
座
は
、
防
災
の
自
助
や

共
助
の
原
則
に
基
づ
き
、
災
害
へ

の
正
し
い
知
識
や
技
術
を
習
得
。

平
時
に
は
地
域
の
防
災
訓
練
や
研

修
、
災
害
時
に
は
救
援
救
護
を
行

う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

【
防
災
ア
カ
デ
ミ
ー
】

□
と
き
　
８
月
４
日
、
２５
日
、
９

月
２９
日
、
１０
月
２７
日
、
１１
月
１０
日

（
日
曜
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後

４
時
半
（
全
５
回
）

□
対
象
　
市
内
在
住
か
在
勤
で
、

５
日
間
全
て
に
出
席
で
き
る
方

□
定
員
　
５０
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
防
災
情
報
課

や
各
振
興
事
務
所
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
記
入
の
上
、提
出
す
る
。

□
締
め
切
り
　
７
月
１０
日
㈬

□
そ
の
他
　
受
講
者
に
は
市
が
発

行
す
る
防
災
リ
ー
ダ
ー
証
を
授
与

し
ま
す
。

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.city.ena.lg.

jp/

）
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

【
防
災
士
認
証
試
験
】

□
と
き
　
１１
月
１０
日
㈰
午
後
４
時

～
５
時

□
対
象
　
防
災
ア
カ
デ
ミ
ー
を
全

て
受
講
し
、
防
災
士
機
構
が
求
め

る
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
方

□
料
金
　
３
０
０
０
円
（
合
格
者

は
別
途
、
登
録
料
５
０
０
０
円
が

必
要
で
す
）

□
助
成
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
合

格
者
に
は
、
経
費
の
半
額
（
４
０

０
０
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ

ー　
　
　
　
防
災
情
報
課
（
内
線
３

１
７
）

□対象　住宅に困っていて、市税を滞納してい
ない方　 ▽市営住宅＝市内在住か在勤の方で同
居親族と入居できる方。所得制限があります　

▽ 定住促進＝４５歳以下の方で同居親族と入居
できる方。所得制限があります。　 ▽若者住宅
＝４０歳以下の方で同居親族と入居できる方
□入居可能日　８月中旬

□申し込み方法　都市整備課か恵那南部地域の
振興事務所に備え付けの申込書に記入の上、必
要書類を添えて申し込む
□受付期間　７月１日㈪～１２日㈮
□決定方法　応募多数の場合は、抽選か選考を
行います。
　　　　都市整備課（内線２３７）

市営住宅の入居者を募集

※入居可能日から３カ月以内に結婚し住宅に同居する方は、同居親族の資格があります。６０歳以上か昭
和３１年４月１日以前に生まれた方・障がい者の方などの条例に定める単身での申込資格を満たしている
方のみ、市営住宅へ単身で申し込みができます。ただし３ＤＫ以上は単身での申し込みはできません。
鏡山住宅は家賃以外に共益費や駐車場使用料などが必要です。鏡山住宅の車いす用は車いすを常用使用
する入居者か同居者がいることが必要です。天空の里沖田住宅は、家賃以外に浄化槽維持費が必要です。
入居後５年以内に当該住宅の地域への定住を希望する必要があります（入居期間は５年以内）。この募集
で申し込みのなかった住宅は、申込期間を延長し先着順とします。その際は都市整備課で受け付けます

種類 住宅名 所在地 構造 間取り 戸数 家賃

市営

大洞住宅 長島町 簡易耐火２階建
２ＤＫ ２戸   ９,７００円～２２，６００円
３ＤＫ １戸 １３，３００円～２６，２００円

鏡山住宅 大井町 ＲＣ造５階建

２ＬＤＫ ２戸 １９，８００円～３９，０００円
３ＬＤＫ １戸 ２３，４００円～４６，０００円
車いす用
２ＬＤＫ １戸 ２０，０００円～３９，３００円

川原島住宅 上矢作 木造平屋建 ３ＤＫ １戸 １１，５００円～２２，７００円
定住
促進

天空の里
沖田住宅 飯地町 木造平屋建 ２ＬＤＫ １戸 ２０，０００円～５０,０００円

若者
川原島住宅 上矢作 木造平屋建 ２ＤＫ １戸 １７,０００円
平岩若者住宅 上矢作 木造平屋建 ２ＤＫ １戸 １７,０００円

防
火
管
理
者
の
資
格
取
得

講
習
を
開
催

　
市
で
は
、
甲
種
防
火
管
理
者
資

格
の
取
得
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
６
日
㈫
、
７
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー

□
対
象
　
事
業
所
で
管
理
的
、
監

督
的
な
立
場
の
方

□
定
員
　
６０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
４
０
０
０
円（
資
料
代
）

□
申
し
込
み
方
法
　
消
防
署
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
し
て
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
７
月
１
日
㈪
～
１９

日
㈮

□
修
了
証
　
２
日
間
の
全
課
程
を

修
了
し
た
方
に
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

※
乙
種
防
火
管
理
者
講
習
は
１０
月

２９
日
㈫
に
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
予
防
課
志
２
６
―
０
１

１
９
（
内
線
２
６
１
）

地
籍
調
査
の
登
記
が
完
了

　
次
の
地
区
の
地
籍
調
査
が
終
了

し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
市
内
の
地
籍
調
査
の
登

記
完
了
面
積
は
１
６
４
・
８１
平
方

㌔
と
な
り
、
完
了
率
は
３６
・
４
㌫

と
な
り
ま
し
た
。

【
上
矢
作
町
木
の
実
地
区
】

□
調
査
範
囲
　
上
矢
作
町
字
坂さ

か

下し
た

、
坊ぼ

う

主ず

洞ぼ
ら

、
田た

中な
か

、
雉き

子じ

洞ぼ
ら

、

服ふ
く

部べ

平だ
い
ら

の
一
部

□
調
査
面
積
　
０
・
３２
平
方
㌔

□
調
査
後
筆
数
　
５
１
０
筆

□
登
記
完
了
日
　
４
月
３０
日

【
串
原
松
林
地
区
】

□
調
査
範
囲
　
串
原
字
西に

し

松ま
つ

林ば
や
し

、

南み
な
み

松ま
つ

林ば
や
し

、
北き

た

松ま
つ

林ば
や
し

□
調
査
面
積
　
２
・
３８
平
方
㌔

□
調
査
後
筆
数
　
８
２
９
筆

□
登
記
完
了
日
　
５
月
２０
日

　
　
地
籍
調
査
推
進
室
志
４
３
―

２
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

７
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰
は

証
明
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

　
７
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰
は
恵
那

文
化
セ
ン
タ
ー
で
住
民
票
や
印
鑑

登
録
証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
日
は
、
住
民
基
本
台
帳

法
の
改
正
に
伴
い
住
民
記
録
シ
ス

テ
ム
の
改
修
作
業
を
行
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
。

　
　
市
民
課
（
内
線
１
４
１
）

外
国
人
の
住
基
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
運
用
を
開
始

　
７
月
８
日
㈪
か
ら
外
国
人
の
方

に
も
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
す
。「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
」
の
交
付
申
請
や
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
、
住
民
票
の
広
域
交

付
（
他
市
町
村
で
住
民
票
の
写
し

の
交
付
）
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
外

国
人
の
方
へ
は
「
住
民
票
コ
ー
ド

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
総
務
省
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.so
um

u.go.jp/m
ain_sosiki/jichi

_gyousei/c-gyousei/zairyu.
htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
市
民
課
（
内
線
１
４
１
）

　
夏
に
向
け
て
、
熱
中
症
に
な

る
方
が
増
え
て
き
ま
す
。

　
熱
中
症
に
な
る
と
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ

て
、
体
温
の
調
節
機
能
が
働
か

な
く
な
り
ま
す
。

　
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て

も
室
温
や
湿
度
が
高
い
た
め

に
、
熱
中
症
に
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
、
汗
腺

な
ど
の
体
温
調
節
機
能
が
未
熟

な
た
め
、
高
齢
者
は
、
暑
さ
を

感
じ
に
く
く
、
体
温
を
下
げ
る

力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

熱
中
症
に
な
り
や
す
い
で
す
。

　
心
臓
や
腎
臓
、
そ
の
他
持
病

が
あ
る
方
は
、
夏
の
過
ご
し
方

を
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、

熱
中
症
対
策
の
助
言
を
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

主
な
症
状

　
体
が
だ
る
い
、
め
ま
い
、
吐

き
気
。
重
症
の
場
合
、
け
い
れ

ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。

予
防
方
法

・
喉
が
か
わ
か
な
く
て
も
こ
ま

め
に
水
分
補
給
す
る

・
室
内
温
度
が
２８
度
を
超
え
な

い
よ
う
に
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
を
上
手
に
使
う

・
外
出
時
は
体
を
締
め
付
け
な

い
涼
し
い
服
装
で
、
帽
子
や
日

傘
を
利
用
す
る

・
日
ご
ろ
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
取
り
体
力
づ
く

り
を
す
る

応
急
処
置

・
風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
エ
ア

コ
ン
の
効
い
て
い
る
室
内
な

ど
、
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
て

体
を
冷
や
す

・
氷
な
ど
を
首
や
脇
の
下
、
脚

の
付
け
根
な
ど
に
当
て
冷
や
す

・
少
し
ず
つ
水
分
を
取
ら
せ
る

・
自
分
で
水
が
飲
め
な
い
と
き

や
体
に
力
が
入
ら
ず
動
け
な
い

と
き
、
意
識
が
は
っ
き
り
し
な

い
場
合
な
ど
は
救
急
車
を
呼
ぶ

　
　
健
康
推
進
課
（
内
線
２
５

５
）

募
　
　
集

水
分
補
給
で
熱
中
症
予
防
を

▲災害図上訓練の方法を学ぶ

問問

▲水分補給で予防

申・問

甲種防火管理者の選任が必要な防火対象物

用　　途 収容人数

老人短期入所施設、救護施設などの自
力避難困難者が入所する社会福祉施設
など

収容人数１０人以上

遊技場、飲食店、物品販売店、旅館、
病院など不特定多数の人が出入りする
建物など

収容人数３０人以上
で面積３００平方㍍
以上

共同住宅、学校、工場、事務所など特
定の人が出入りする建物など

収容人数５０人以上
で面積５００平方㍍
以上

問 申
・
問

申
・
問

問

11 102013.6.15 広報えな

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

く
ら
し

財
政

相
談

ご
み

健
康



申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

恵
那
の
暮
ら
し
を
体
験
で

き
る
イ
ベ
ン
ト

　
市
で
は
、
定
住
促
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
移
住
定
住
希
望
者
を

対
象
に
恵
那
の
農
業
や
文
化
、
地

域
住
民
と
の
交
流
な
ど
、
恵
那
の

暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
体
験
事
業
　
５
事
業
程
度

□
対
象
　
３
人
以
上
の
市
民
で
構

成
す
る
団
体
が
実
施
し
、
定
住
促

進
事
業
と
し
て
意
欲
的
に
実
施

し
、
そ
の
後
、
移
住
定
住
に
必
要

な
支
援
が
継
続
的
に
で
き
る
団
体

が
実
施
す
る
体
験
事
業
（
８
月
１

日
㈭
～
平
成
２６
年
２
月
２８
日
㈮
に

行
う
事
業
）

□
体
験
内
容
　
農
業
体
験
や
文
化

交
流
体
験
、
食
の
体
験
な
ど

□
助
成
　
１
事
業
１０
万
円
以
内

（
実
施
団
体
に
は
、
体
験
事
業
に

掛
か
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
な
ど
を
支

援
し
た
り
し
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
申
込
書
❷

団
体
の
概
要
書
な
ど
❸
事
業
提
案

書
❹
事
業
の
概
算
見
積
書
―
を
作

成
の
上
、
持
参
す
る
か
電
子
メ
ー

ル
、
郵
送
で
提
出
す
る
。

□
締
め
切
り
　
７
月
１６
日
㈫

□
選
考
方
法
　
応
募
事
業
が
多
数

の
場
合
は
、
参
加
予
定
者
や
実
施

内
容
な
ど
の
事
業
計
画
を
審
査

し
、
７
月
中
に
採
用
事
業
を
決
定

し
ま
す
。

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
企
画
課
ふ
る
さ
と

活
力
推
進
室
（
内
線
３
８
２
）、死

kikaku@
city.ena.lg.jp

ひ
と
り
親
の
就
業
支
援
講

習
会
の
受
講
者

　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
を
対
象
に
、
就
業
を
支
援
す
る

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
内
容
　
介
護
職
員
初
任
者
研

修
、
医
療
事
務
講
習

□
定
員
　
３５
人

□
料
金
　
１
万
円
程
度（
教
材
費
）

□
面
接
　
受
講
が
決
ま
っ
た
方
は

面
接
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
　

▽
と
き
＝
８
月
２７
日
㈫
　
▽
と

こ
ろ
＝
恵
那
総
合
庁
舎

□
申
し
込
み
方
法
　
子
育
て
支
援

課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入

の
上
、
提
出
す
る
。

□
受
付
期
間
　
７
月
１
日
㈪
～
１８

日
㈭

　
　
　
　
子
育
て
支
援
課
（
内
線

２
２
７
）

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
の
申
請
を
受
け
付
け

　
市
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
老
人
保
健
施
設
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
な
ど
を
利
用
し
た
と
き
の

食
費
や
居
住
費
の
減
額
申
請
を
、

７
月
１
日
㈪
か
ら
受
け
付
ま
す
。

□
対
象
　
世
帯
全
員
が
市
民
税
非

課
税
の
方

□
減
額
期
間
　
申
請
し
た
月
の
初

日
～
翌
年
６
月
３０
日

□
申
し
込
み
方
法
　
高
齢
福
祉
課

か
各
振
興
事
務
所
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
記
入
の
上
、提
出
す
る
。

　
　
　
　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１

２
４
）

危
険
物
安
全
協
会
総
会
で

優
良
者
を
表
彰

　
５
月
２３
日
、
市
消
防
防
災
セ
ン

　シアター恵那７月の開催情報

　　　　　　　  　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□サマーカップシリーズ　８日㈪、１０日㈬～１２日㈮
□盛夏シリーズ　２２日㈪、２４日㈬～２６日㈮
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※名古屋競馬の全レース、金沢競馬など全国の地方
競馬のレースも発売。大井競馬や川崎競馬、門別競
馬などナイター発売する日もあります

市の人口（６月１日現在）
総数５３，９１４人（－３５）
  男  ２６，０７９人（－２５）
  女  ２７，８３５人（－１０）
世帯１９，４５１世帯（＋２５）

（　）内は前月との比較
市内の火災（５月）
建物０件（７件）
その他４件（２４件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（５月）
人身事故９件（６７件）
物損事故１３５件（６７２件）
負傷者１５人（９２人）
死者　０人（０人）

（　）内は１月からの累計
救急車出動回数（５月）
１７５回（９２２回）

（　）内は１月からの累計

タ
ー
で
、
平
成
２５
年
度
市
危
険
物

安
全
協
会
通
常
総
会
が
行
わ
れ
、

優
良
事
業
所
な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。  

【
優
良
事
業
所
】

・
ユ
ニ
ー
㈱
ピ
ア
ゴ
恵
那
店
　

・
県
立
恵
那
南
高
等
学
校

・
㈱
メ
イ
コ
ー

【
優
良
取
扱
者
】

・
工
藤
重
樹
（
㈱
Ｕ
―
セ
ラ
ミ
ッ

ク
）

・
佐
々
部
博
美（
新
東
海
運
輸
㈱
）

・
杉
山
正
（
杉
山
石
油
店
）

・ 

鈴
木
武
弘
（
明
知
ガ
イ
シ
㈱
）

【
勤
労
状
】

・
成
瀬
英
希
（
明
知
ガ
イ
シ
㈱
）

　
　
予
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９

（
内
線
２
６
１
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
恵
那
野
生
植
物

の
会
で
は
、
毎
月
第
１
土
曜
日

に
市
内
で
植
物
観
察
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
第
３
回
街
中
の
植
物
】

□
と
き
　
７
月
６
日
㈯

□
と
こ
ろ
　
阿
木
川
公
園
（
大

井
町
）

□
内
容
　
街ま

ち

中な
か

の
帰
化
植
物
と

身
近
な
野
草

【
第
４
回
高
原
の
植
物
】

□
と
き
　
８
月
３
日
㈯

□
と
こ
ろ
　
保
古
の
湖
駐
車
場

（
根
の
上
高
原
）

□
内
容
　
根
の
上
高
原
の
植
物

【
第
５
回
里
山
の
植
物
】

□
と
き
　
９
月
７
日
㈯

□
と
こ
ろ
　
イ
ワ
ク
ラ
公
園

（
山
岡
町
）

□
内
容
　
恵
那
の
希
少
植
物

【
共
通
】

□
時
間
　
午
前
９
時
半
～
正
午

□
対
象
　
１８
歳
以
上

□
対
象
　
２０
人

□
料
金
　
３
０
０
円（
資
料
代
、

保
険
料
含
む
）

□
持
ち
物
　
飲
み
物
、弁
当（
午

後
も
参
加
す
る
方
）

□
申
し
込
み
方
法
　
前
々
日
ま

で
に
、
電
話
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
恵

那
野
生
植
物
の
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://w

w
w

.ena-
p

lant.info/basercm
s/

）

か
ら
申
し
込
む

※
小
雨
決
行
で
す

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
恵
那
野

生
植
物
の
会
（
髙
水
）
志
０
９

０
―
７
６
１
９
―
７
６
６
２

　
に
じ
い
ろ
パ
レ
ッ
ト
で
は
、

不
登
校
の
子
ど
も
や
引
き
こ
も

り
の
若
者
が
ゆ
っ
く
り
、
の
ん

び
り
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居

場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
本
人
や
家
族
、
関
係
の
方
に

来
て
い
た
だ
き
、
悩
み
を
語
り

合
っ
た
り
、
ト
ラ
ン
プ
な
ど
の

ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
毎
週
金
曜
日
午
後
１

時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
市
市
民
の
家
（
大

井
町
中
央
公
園
隣
）

□
料
金
　
２
０
０
円
／
回

　
　
に
じ
い
ろ
パ
レ
ッ
ト（
森
）

志
０
９
０
―
５
６
２
４
―
５
７

９
１

み
ん
な
の
掲
示
板

え
な
環
境
フ
ェ
ア

実
行
委
員
を
募
集

　
１１
月
２
日
㈯
に
開
催
す
る

「
え
な
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
３
」

の
企
画
や
運
営
を
行
う
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
環
境
課
（
内
線
１
８

３
）

案
　
　
内

紹
　
　
介

植
物
観
察
会
を
開
催

不
登
校
や
引
き
こ
も
り

の
方
の
居
場
所
を
紹
介

申
・
問

▲市危険物安全協会総会で優
良事業所などを表彰

問

▲昔ながらの農業を体験

▲伝統芸能の体験（大井栄舞）

▲昨年の環境フェア

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

申
・
問

13 122013.6.15 広報えな

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

く
ら
し

財
政

相
談

ご
み

健
康




